
初恋の香りに誘われ…
例年、2月中旬～3月中旬頃に一般公開される節分草。

“初恋の香り”とも称されるそのほのかな香りは、訪れた人の足を止め、春の訪れをそっと知らせ

てくれます。（関連記事：18ページ）

例年、2月中旬～3月中旬頃に一般公開される節分草。

“初恋の香り”とも称されるそのほのかな香りは、訪れた人の足を止め、春の訪れをそっと知らせ

てくれます。（関連記事：18ページ）
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ご
ショット
な みま

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
就
任　

ま
で
の
経
緯

　

私
は
、
広
島
県
豊
田
郡
（
現
・

東
広
島
市
）
に
生
ま
れ
、
神
奈
川

県
の
大
学
へ
進
学
後
、
千
葉
県
に

転
居
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
移
住

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
風
景
と

人
に
惹ひ

か
れ
て
、
平
成
26
年
に
口

和
町
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
口
和
自
治
振
興
区
の

皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
大
好
き
な
口
和
の
た
め
に
お

役
に
立
て
た
ら
と
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
令
和
２
年
に
情
報
発
信
の

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
誘

い
い
た
だ
き
、
引
き
受
け
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
活
動

　

口
和
の
元
気
で
魅
力
的
な
「
ひ

政
策
企
画
課
関
係
人
口
創
出
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら
し
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。　

　

今
回
は
、口
和
の
「
風
景
」と
「
人
」に
惹ひ

か
れ
て
10
年
前
に
移

住
し
、口
和
自
治
振
興
区
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
す

る
、松
本
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

口和自治振興区の地域マネージャー
松
ま つ も と

本　晋
し ん た

太さん

市 民 の ペ ー ジ

と
」
を
紹
介
す
る
「
口
和
が
好
き
」

を
発
行
し
、
本
年
１
月
で
23
号
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
口
和
の
魅
力
を
発

信
し
、
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
の
推
進
を
目

的
に
、
口
和
を
紹
介
す
る
「
ま
る

ご
と
口
和
ガ
イ
ド
」「
口
和
定
住

ガ
イ
ド
」
や
、移
住
者
向
け
の
「
移

住
の
手
引
き
」、
空
き
家
所
有
者

向
け
の
「
お
う
ち
の
こ
れ
か
ら
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

口
和
へ
の
移
住
者
が
、
地
域
の

行
事
な
ど
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
し
み
じ
み
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

口
和
に
来
て
か
ら
10
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
日
々
の
美
し
い
風
景

や
地
域
の
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、

口
和
で
暮
ら
す
あ
り
が
た
さ
を
実

感
す
る
毎
日
で
す
。

　

今
後
も
人
口
減
少
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
地
域
は

な
ん
ら
か
の
形
で
残
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
勝
手
に
想
像
し
て

い
ま
す
。

　

口
和
も
そ
ん
な
地
域
の
ひ
と
つ

に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

このコーナーは、
営農指導員から、農業のちょっと
したコツを、お知らせします。

96

ウ
イ
ル
西
城　
産
直
コ
ー
ナ
ー

「
産
直
コ
ー
ナ
ー
」
へ　
　
　
　
　

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

西
城
町
に
あ
る
ウ
イ
ル
西
城
施
設
内

に
は
、
産
直
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

西
城
町
内
の
地
元
生
産
者
か
ら
出
荷

さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
加
工
品

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
産
直
コ
ー
ナ
ー
】

営
業
時
間　
９
時
30
分
～
18
時
30
分

定
休
日　
１
月
１
日
・
２
日

野
菜
作
り
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

番
外
編

出
荷
を
す
る
に
は

　

ウ
イ
ル
西
城
へ
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
、
運
営
管
理
者
の
西
城

町
産
業
開
発
株
式
会
社
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

年
会
費　
な
し

販
売
手
数
料　

販
売
金
の
10
％
～
12
％

出
荷
方
法

　

店
舗
に
商
品
を
直
接
搬
入
し
ま
す
。

（
売
れ
残
っ
た
商
品
は
出
品
者
が
回
収
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
産
業
振
興
開
発
株
式
会
社

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
７
１
０
０

西
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
１
８
１

農業振興課管理係☎0824-73-1131

父母より：にこにこ可愛いこっちゃん。毎日癒やしをありがとう！

大お
お
た田　

瑚こ

と采
ち
ゃ
ん
（
戸
郷
町
）

Ｒ
７
年
７
月
12
日
生
ま
れ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・住所・生年月
日・性別・連絡先・お子さんへの
メッセージを添えて、経営戦略
課 ま た は 各 支 所
地 域 振 興 室 ま で
申 し 込 ん で く だ
さ い。郵送、メー
ル（promo@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？

▲ホームページ

モ
ー
モ
ー
物
産
館

「
モ
ー
モ
ー
物
産
館
」
へ　
　
　
　

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か　

　

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
口

和
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
、
突
き
当
た
り
の
交

差
点
を
右
折
す
る
と
、
モ
ー
モ
ー
物
産

館
に
到
着
し
ま
す
。

　

モ
ー
モ
ー
物
産
館
は
、
口
和
地
域
の

新
鮮
な
野
菜
や
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品

の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
場
者
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
直
売
所
に

は
出
荷
者
の
写
真
や
名
前
を
掲
示
し
て

顔
の
見
え
る
安
全
・
安
心
な
商
品
の
販

売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、直
売
所
に
併
設
し
て
い
る
「
お

お
つ
き
亭
」
で
は
、
名
物
の
比
婆
牛
う

ど
ん
や
巨
大
な
か
き
あ
げ
、
お
に
ぎ
り

な
ど
を
提
供
し
て
お
り
、
県
外
か
ら
の

来
客
も
多
い
な
ど
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
施
設
で
す
。

【
モ
ー
モ
ー
物
産
館
】

営
業
時
間　
８
時
～
17
時

定
休
日　
毎
週
木
曜
日

出
荷
を
す
る
に
は

　

モ
ー
モ
ー
物
産
館
の
直
売
所
に
出
荷

す
る
に
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
口

和
町
生
産
者
組
合
へ
の
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

　

次
の
条
件
を
ご
確
認
の
上
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
会
費　
千
円
（
総
会
で
決
定
）

販
売
手
数
料

無
料
（
灯
油
代
金
な
ど
必
要
経
費
の
負

担
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

販
売
方
法

出
荷
者
の
個
人
販
売
（
個
人
ご
と
の
コ

ン
テ
ナ
で
販
売
、
個
々
の
代
金
回
収
箱

を
設
置
）

販
売
価
格　
出
荷
者
が
設
定

商
品
・
代
金
管
理　
出
荷
者
が
管
理

直
売
所
当
番

輪
番
で
来
店
者
の
対
応
に
当
た
る

直
売
所
出
荷
者
会
議

３
～
４
カ
月
毎
に
実
施
（
不
定
期
）

問
い
合
わ
せ

口
和
町
生
産
者
組
合
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
２
０
０

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
３
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▶
ま
る
ご
と
口
和
ガ
イ
ド



奉
仕
活
動

庄
原
市
交
通
安
全
推
進
隊

井
田　

由
也（
木
戸
町
）

献
血
回
数
30
回
以
上
の
人

※
市
内
在
住
で
30
回
に
達
し
た
人

　
（
令
和
７
年
11
月
３
日
現
在
）

麻
田　

英
志
（
西
城
町
）

亀
山　

慎
也
（
上
原
町
）

曽
根　

啓
幸
（
山
内
町
）

瀧
川　

雄
治
（
中
本
町
）

田
盛
眞
貴
子
（
東
城
町
）

牧
田　

孝
寛
（
東
城
町
）

１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付

【
団
体
】

株
式
会
社 

松
原
組

代
表
取
締
役　

松
原　

宏
林

公
益
財
団
法
人 

浦
上
奨
学
会

理
事
長　

浦
上　
　

浩

社
会
福
祉
法
人 

優
輝
福
祉
会

理
事
長　

森
重　

利
夫

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

竹
延　

哲
治

【
個
人
】

荒
木　
　

攻
（
広
島
市
西
区
）

岸　
　

浩
司
（
東
京
都
渋
谷
区
）

吉
川　
　

隆
（
広
島
市
中
区
）

林　
　

高
正
（
板
橋
町
）

森
澤　

大
司
（
呉
市
西
中
央
）

各
種
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
年
以
上
の
在
職
者

庄
原
市
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
巡
回　

相
談
員

大
原　

瑞
枝
（
東
城
町
）　

田
邊
美
智
留
（
川
手
町
）　

田
原　

桂
子
（
東
城
町
）　

仲
田
ミ
チ
コ
（
東
城
町
）　

久
岡　

崇
彦
（
東
城
町
）　

栁
生　

里
枝
（
東
城
町
）　

矢
吹　

幸
子
（
西
本
町
）　

横
山　

由
枝
（
東
城
町
）　

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

市
山　

泰
之
（
口
和
町
）

伊
藤　

秀
幸
（
東
城
町
）

今
田　

忠
久
（
西
城
町
）

岩
崎　
　

浩
（
川
手
町
）

岩
見　

一
隆
（
上
原
町
）

上
田　

貴
史
（
中
本
町
）

内
海　

雅
博
（
本
郷
町
）

大
原　
　

浩
（
西
城
町
）

大
前　

和
晴
（
三
日
市
町
）

岡
﨑　

公
則
（
西
城
町
）

岡
田　
　

武
（
市
町
）

岡
田　

秀
樹
（
比
和
町
）

奥
井　

一
成
（
是
松
町
）

奥
山　

寿
春
（
板
橋
町
）

小
田　

俊
夫
（
東
城
町
）

掛
札　

靖
彦
（
三
日
市
町
）

川
本　

義
治
（
水
越
町
）

木
村　

英
治
（
西
城
町
）

熊
本　

裕
樹
（
比
和
町
）

古
生　

宙
宜
（
総
領
町
）

近
藤　
　

淳
（
東
城
町
）

廹　
　

慎
一
（
西
城
町
）

佐
々
部
庸
介
（
三
次
市
三
次
町
）

定
入　

史
晃
（
三
次
市
三
和
町
）

妹
尾　
　

明
（
東
城
町
）

曽
根　

宏
晃
（
宮
内
町
）

田
中　

宏
樹
（
是
松
町
）

田
畑　
　

元
（
平
和
町
）

中
間　

英
夫
（
実
留
町
）

二
上　
　

明
（
川
西
町
）

温
井　

光
明
（
高
野
町
）

捻
金　

宏
昭
（
西
城
町
）

橋
本　

一
秀
（
東
本
町
）

速
見　

直
孝
（
七
塚
町
）

日
野　

光
総
（
口
和
町
）

平
野　

健
一
（
高
野
町
）

藤
尾　

正
彦
（
東
城
町
）

藤
岡　

聡
士
（
口
和
町
）

藤
田　

慶
一
（
水
越
町
）

藤
田　

春
幸
（
口
和
町
）

松
永　
　

昇
（
口
和
町
）

水
口　

和
浩
（
高
野
町
）

宮
﨑　

政
弘
（
西
城
町
）

森
永　

博
明
（
本
村
町
）

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

（
氏
名　

五
十
音
順　

敬
称
略
）

（
氏
名　

五
十
音
順　

敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　令和７年度庄原市表彰式・庄原市ふるさと功労賞授与式を２月 21 日、市役所本庁舎で開催しました。

　庄原市表彰は、本市の政治、経済、文化、社会、その他各般にわたって市政の振興に寄与し、または

市民の模範と認められる行為があったものを表彰する制度です。

　本年度は、奉仕活動に尽力した人、献血を 30 回以上達成した人、本市へ多額の浄財を寄付した人、多

年にわたり委員を務めた人、消防団員を 25 年以上務めた人、合わせて４団体と 69 人の皆さんを表彰し

ました。

　庄原市ふるさと功労賞は、文化、スポーツ、社会貢献などで市民生活に夢と希望を与え、庄原市の名

を高めた人を顕彰する制度で、本年度はスポーツ功労として４人、社会功労として２人に授与しました。

　式には 12 人が出席し、八
や た が い

谷恭
きょうすけ

介市長は「皆さんが日頃から抱かれている郷土を愛する深い思い、職務

に対する熱意と誠実な取り組みは、本市の礎を築く大きな力になっています。心から敬意と感謝の意を

表します」と述べ、一人一人に表彰状と記念品が贈られました。

市政発展への功績をたたえて

令和７年度『庄原市表彰式』『ふるさと功労賞授与式』を開催

令和７年度『庄原市表彰式』『庄原市ふるさと功労賞授与式』を開催
総務課秘書係　☎0824-73-1125総務課秘書係　☎0824-73-1125

山
岡　

正
教
（
東
広
島
市
高
屋
町
）

山
本　

純
二
（
高
町
）

横
屋　

寿
郎
（
総
領
町
）

横
路　

篤
史
（
西
城
町
）

吉
野　

輝
生
（
三
次
市
十
日
市
東
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労

宇
惠　

桔
平（
東
城
町
）

宇
惠　

心
春（
東
城
町
）

新
本　

聖
來（
東
城
町
）

杠　

航
太
朗（
比
和
町
）

社
会
功
労

住
田　

鉄
也（
川
北
町
）

古
川　

由
紀（
西
城
町
）

▲左から宇惠　桔平さん、宇惠　心春さん、
　杠　航太朗さん、住田　鉄也さん、古川　由紀さん
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市の組織を変更しました
経営戦略課経営戦略係　☎0824-73-1159

４月から市の組織を変更しました。主な内容は次のとおりです。
※別冊「市役所のご案内」と併せてご覧ください。

　近年の人口減少・少子高齢化、災害・感染症リスクの顕在化、物価高騰やデジタル化の急速な進展など、
自治体を取り巻く環境は一段と複雑化しています。こうした状況を踏まえ、長期総合計画の政策・施策
を確実に前進させる実行体制を最優先で整える必要があることから、現行の５部を７部に再編します。

①総務部
　現行の所掌事務のうち、「統計に関すること」  「市税等に関すること」などを他部に移管し、新たに「デ
ジタル施策に関すること」および「電子計算処理組織に関すること」を所掌します。

※教育部、各支所および行政委員会については、令和８年度組織機構の見直しは行いません。

②経営政策部
　現行の企画振興部から「重要施策の企画および総合調整に関すること」などを引き継ぎ、新たに「都
市構造の転換に関すること」  「広報および広聴に関すること」などを所掌します。

③市民部
　現行の生活福祉部から「戸籍、住民基本台帳等に関すること」 「地域公共交通に関すること」などを引
き継ぎ、新たに「住民自治および地域コミュニティに関すること」「市税等に関すること」「環境衛生お
よび環境保全に関すること」などを所掌します。

【移管】税務収納課（総務部税務課および収納課を統合し移管 ）、環境政策課（環境建設部から移管）
【課名変更】市民保険課（市民生活課から変更）

④健康福祉部
　現行の生活福祉部から「社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉および児童福祉に関すること」「介護保険
に関すること」「後期高齢者医療に関すること」「保健医療および健康づくりに関すること」を引き継ぎ
ます。
　

【課名変更】子育て応援課（児童福祉課から変更）

⑤産業振興部
　現行の企画振興部から「農林業に関すること」「畜産業および水産業に関すること」「商業および鉱工
業に関すること」「観光および交流に関すること」を引き継ぎます。
　

【課の分割】商工振興課、観光振興課（商工観光課を分割）

⑥建設部 （環境建設部から名称を変更）
　現行の所掌事務のうち、「環境衛生および環境保全に関すること」「廃棄物に関すること」を市民部に
移管し、新たに「農地保全に関すること」を所掌します。

※並びは建制順

■生活福祉部を、 市民生活に密着した業務を集約した市民部と、医療・保健・福祉の専門的分野を担う
　健康福祉部に再編しました。

■企画振興部を、 長期総合計画の成果を確実に実現するため、組織横断の戦略立案と実行管理を担う経
　営政策部と、 産業振興に特化した産業振興部に再編しました。

   ■部の再編

   ■各部の見直し内容

   ■課の再編

令和７年度

➡

令和８年度

総務部 総務部

生活福祉部 【新】経営政策部

企画振興部 【新】市民部　　

環境建設部 【新】健康福祉部

教育部 【新】産業振興部

建設部（名称変更）

教育部

部名 課名 主な所掌事務

総務部 行政経営改革課 行政経営改革、デジタル施策および電子計算処理組織に関す
ること

経営政策部
政策企画課 統計調査、関係人口および定住施策に関すること

経営戦略課 長期総合計画、都市構造の転換、組織機構、広報公聴および
シティプロモーションに関すること

市民部 地域共創課 住民自治、自治振興区、人権啓発および男女共同参画社会に
関すること

建設部 農林整備課 日本型直接支払制度、農業用施設および農林道、土地改良事
業に関すること
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   ■令和８年度　組織機構図【本庁】
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庄
原
市
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
ま
た
、

市
政
や
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
提
案
を
伺
う

「
市
民
と
市
長
を
つ
な
ぐ
提
案
箱
」
を
12
月

か
ら
２
月
ま
で
試
行
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
39
件
の
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
案
は
、
す
べ
て

「
市
長
」
が
自
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
庁

内
で
情
報
共
有
を
行
い
、
事
業
実
施
へ
の
後

押
し
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
建
設
的
な
ご
提
案

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
に
つ
い
て
は
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
試

行
期
間
で
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
一
部
を
抜
粋

し
て
、
報
告
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
一
部
を　
　
　
　

紹
介
し
ま
す

私
は
よ
く
勉
強
の
た
め
図

書
館
を
利
用
す
る
高
校
生

で
す
。
図
書
館
で
は
集
中
し
て
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
学
校
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
使
用
が
当
た
り
前
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

図
書
館
に
フ
リ
ーW

i-F
i

が
あ
れ
ば
効

率
的
な
学
習
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、

ぜ
ひ
、
図
書
館
へ
の
設
置
を
前
向
き
に
検
討

し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

市
で
も
必
要
性
を
認
識
し
、

令
和
８
年
度
の
予
算
で
図

書
館
へ
の
フ
リ
ーW

i-F
i

設
置
に
向
け
て

準
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
い
た
だ
い

た
ご
意
見
と
市
の
取
り
組
み
が
一
致
し
て
い

た
こ
と
を
確
認
で
き
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
お
よ
び
市

内
店
舗
の
利
用
に
応
じ
て
、
大
学
生
へ
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
。
付
与
方
法
は
市
公
式
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
二
次
元
コ
ー
ド
読
み
取
り

方
式
と
す
る
。
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
お
よ
び
協

力
店
舗
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
設
置
し
、
イ
ベ

ン
ト
終
了
後
ま
た
は
会
計
時
に
学
生
証
を
提

示
し
た
上
で
読
み
取
り
を
行
う
。

　

一
定
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
学
生

に
は
、
市
指
定
ご
み
袋
な
ど
の
生
活
必
需
品

や
市
内
共
通
商
品
券
を
配
布
す
る
。

市
内
に
は
県
立
広
島
大
学

の
学
生
が
６
０
０
人
程
度

在
籍
し
て
お
り
、
縁
あ
っ
て
こ
の
地
で
学
ぶ

皆
さ
ん
が
、
卒
業
後
も
庄
原
と
の
関
係
を
大

切
に
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
大
学
生
活
の
楽
し
い
思
い
出
の
中
に
庄

原
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
将
来
的
な
定
住
意

識
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
関
係
課
に
も
こ
の
提
案
を
共
有
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
前
向
き
な
提
案
こ
そ
が
、
本
市
の
施

策
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
重
要
な
原
動
力
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
の
ル
ー
ル

　
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽

は
、
何
で
も
流
せ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

特
に
、
次
の
も
の
は
詰
ま
り
の
原
因
に
な

る
の
で
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

月
に
数
件
の
異
常
が
発
生
し
て
い
ま
す

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
水
に
溶
け

な
い
紙
や
タ
オ
ル
な
ど
の
布
が
、
下
水
道
に

流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
汚
水
を
下
流
へ

送
水
す
る
ポ
ン
プ
が
詰
ま
っ
た
り
、
壊
れ
た

り
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
下
水
道
の
使
用
者
が
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

井
戸
水
（
上
水
道
以
外
の
水
）
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
人
へ

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
市
町
村

設
置
型
浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
上

水
道
以
外
の
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に

は
、
使
用
人
数
で
使
用
料
を
計
算
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
使

用
料
の
計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
使
用
人
数
に
増
減
が
あ
っ
た
と
き

例
転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
、
進
学
な
ど

▪
使
用
す
る
水
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き

例
井
戸
水
の
み
の
使
用
か
ら
、
井
戸
水
と

　

上
水
道
の
併
用
に
な
っ
た
と
き

例
井
戸
水
と
上
水
道
の
併
用
か
ら
、
上
水

　

道
の
み
の
使
用
と
な
っ
た
と
き

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

令
和
８
年
度
は
浄
化
槽
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
検
査
」
の
年
で
す
。
浄
化
槽
を
使
用
し
て

い
る
人
は
、
適
正
な
維
持
管
理
の
た
め
、
定

期
的
な
保
守
点
検
や
清
掃
を
行
い
、
法
定
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

10
人
槽
以
下
の
場
合
は
５
年
間
で
効
率
化

検
査
が
４
回
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
が
１
回

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
料（
10
人
槽
以
下
の
場
合
）

合
併
浄
化
槽　

７
千
円

単
独
浄
化
槽　

５
千
円

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査
機
関

公
益
社
団
法
人
広
島
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
８
４
９
‐
６
４
１
１

固まった油の塊ポンプに絡まった布

下水道はルールを守って使用しましょう 「市民と市長をつなぐ提案箱」
～何でも流せるわけではありません～ ～引き続きご意見をお寄せください～

経営戦略課シティプロモーション係　☎ 0824-73-1159下水道課管理係　☎ 0824-73-1175

－油・残飯－

　油は排水管の中で固まる
ので、管が詰まる原因とな
ります。
 残飯や野
菜くずも詰
まりや悪臭
の元になり
ます。

－生理用品－

　ナプキンやタンポンなど
の生理用品は、水に溶けて
なくなりません。また、包
装紙も水に溶けません。絡
まって大きな塊となり、ポ
ンプや処理場の機械を故障
させています。紙などに包
み、燃えるごみとして処分
してください。

－水に溶けない紙・布－

　ティッシュペーパーやお
尻拭き、紙おむつ、布製品
は、排水管
などを詰ま
らせる原因
と な り ま
す。絶対に
流さないで
ください。

ポンプが詰まると引き上げて修理が必要詰まるとポンプを分解して修理が必要

そ
の
他
、
こ
ん
な
提
案
も
…

▪
市
職
員
の
労
働
環
境
・
業
務
の
見
直
し
に

　

つ
い
て

▪
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ま
ち
づ
く
り
を

　

対
象
に
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
整
備
と
空

　

き
家
解
決
団
体
の
整
備
に
つ
い
て

▪
子
ど
も
の
学
ぶ
環
境
に
関
し
て

▪
本
市
を
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な

　

ま
ち
に
す
る
こ
と

▪
高
齢
者
の
移
動
手
段

▪
農
業
た
め
池
の
利
用
促
進
と
安
全
対
策

▪
佐さ

た

だ

に

田
谷
・
佐さ

た
だ
お
ふ
ん
ぼ
ぐ
ん

田
峠
墳
墓
群
の
周
知
お
よ
び

　

活
用
に
つ
い
て

ご
提
案
は
こ
ち
ら
か
ら
→
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国民健康保険国民健康保険

こんなときは これを持って市役所へ

国保に加入するとき

① 他の市町村から引っ越してきたとき 他市町村の転出証明書
② 職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめたことの証明書

③ 家族の職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者でなくなったことの証明書

国保をやめるとき

④ 他の市町村に引っ越すとき マイナンバーカードまたは資格確認書

⑤ 職場の健康保険に加入したとき マイナンバーカードまたは国保の資格確認書、加入
した健康保険の資格情報が分かるもの

（資格確認書、資格情報のお知らせ、マイナポータル
の健康保険資格画面など）⑥ 家族の職場の健康保険の被扶養者になったとき

その他
⑦ 住所、世帯主、氏名が変わったとき マイナンバーカードまたは資格確認書
⑧ 修学のため、別に住所を定めるとき マイナンバーカードまたは資格確認書、在学証明書

※本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証など）も持参してください。
※⑤・⑥についてはマイナポータルからも手続きできます。

市民保険課国保年金係　☎0824-73-1158

　退職や転職、結婚などさまざまな節目には、国民年金の加入の種類や保険料の納め方が変わるため、そ
の都度届け出が必要です。届け出を忘れると、将来受け取る年金額が減額になったり、受け取れなくなっ
たりする場合があります。忘れずに届け出ましょう。

　４月は就職や退職、就学などによる異動が最も多い月です。職場の健康保険への加入や脱退をしたときは、
14 日以内に必要な書類をそろえて、健康保険の切り替えの手続きをしてください。
　届け出をしないと国民健康保険（国保）の資格が残ったままになり、国保税が課税されます。また、さかのぼ
って国保に加入した場合、その期間の国保税をまとめて納付しなければならないことがあります。
　資格のない保険で医療機関にかかると、保険給付を誤って受けることになり、医療費を清算しなければならな
くなります。
　自分の加入している保険制度をしっかりと把握して、医療機関を受診しましょう。

届け出が必要なとき 手続きの内容 持参するもの
勤務先を退職したとき

（厚生年金加入者の場合）
第２号被保険者から第１号被保険者へ変更

（第３号被保険者に該当する場合を除く）
▪年金手帳または基礎年金番号通知書
▪社会保険などの資格を喪失した証明書
　（勤務先で作成）

配偶者に扶養されていたが
①扶養から外れたとき
②配偶者が厚生年金資格を
　喪失したとき

第３号被保険者から第１号被保険者へ変更

被保険者の種別被保険者の種別 １号 自営業者、農林漁業者、学生など。加入手続きは市役所申請窓口で行います。
※ 20 歳になった時の加入手続きは不要

２号 会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入している人。
加入手続きは勤務先が行います。

３号 第２号被保険者に扶養されている配偶者。
加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行います。

加入者は、職業などによ
って、右の３つのグルー
プに分かれています。

20歳以上の学生も、国民年金に加入します！20歳以上の学生も、国民年金に加入します！
　20 歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。20 歳になった人には、日
本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や国民年金保険料の納付書などが届きます。
　なお、申請により後払いにできる「学生納付特例制度」があります。しかし、この制度の申請を行わ
ず、保険料を未納のままにしておくと、不慮の事故などにより障害が残った場合に受け取れる「障害年
金」を、受けることができなくなりますのでご注意ください。

健康保険の切り替えを忘れていませんか？健康保険の切り替えを忘れていませんか？
～届け出は14日以内に確実に～

国民年金国民年金 節目の届出を忘れずに
本年度の

月額保険料は
17,920 円です

ほのぼのネット☎0824-73-0051

庄原消防署からのお知らせ

警
報
発
令
の
基
準

▪
注
意
報
の
発
令
中
に
強
風
注
意

　

報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

注
意
報
・
警
報
が　
　
　
　

発
令
さ
れ
た
ら

　

備
北
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防

条
例
第
29
条
に
規
定
す
る
、
次
の

火
の
使
用
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

　

昨
年
、
岩
手
県
大お

お
ふ
な
と

船
渡
市
で
発

生
し
た
大
規
模
な
林
野
火
災
を
受

け
、
総
務
省
で
は
、
林
野
火
災
の

予
防
を
目
的
と
し
て
予
防
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

備
北
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
も
一
部
改
正
し
、
３
月
１
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
と
は

　

降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾

燥
し
、
林
野
火
災
の
発
生
が
心
配

さ
れ
る
場
合
に
「
林
野
火
災
注
意

報
」
を
発
令
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
強
風
が
予
想
さ
れ
、

火
災
が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
は
「
林
野
火
災
警
報
」
を
発

令
し
ま
す
。
注
意
報
や
警
報
の
発

令
状
況
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
報
発
令
の
基
準

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

の
条
件
に
該
当
す
る
場
合

①
前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が

　

１
㎜
以
下
、
か
つ
、
前
30
日
間

　

の
合
計
降
水
量
が
30
㎜
以
下

　

と
な
っ
た
と
き

②
前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が

　

１
㎜
以
下
、
か
つ
、
乾
燥
注
意

　

報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

　ほのぼのネットを知っていますか？

庄原消防署☎0824-72-9911・東城消防署☎08477-2-4005

①
山
林
、
原
野
な
ど
に
お
い
て
、

　

火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

②
煙え

ん
か火
を
消
費
し
な
い
こ
と

③
屋
外
で
火
遊
び
ま
た
は
た
き
火

　

を
し
な
い
こ
と

④
屋
外
で
引
火
性
ま
た
は
爆
発
性

　

の
物
品
や
そ
の
他
可
燃
物
の
付

　

近
で
喫
煙
し
な
い
こ
と

⑤
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
含

　

む
）、
取
灰
、
火
粉
を
始
末
す

　

る
こ
と

※
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
場

合
、
制
限
に
違
反
し
た
者
に
対
し

て
30
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘

留
に
処
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
意
報
・
警
報
の
発
令
状
況

は
、
備
北
地
区
消
防
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
告
知
放
送
、
消
防
車

両
な
ど
に
よ
り
発
信
し
ま
す
。

　

市
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
窓
口

を
一
本
化
し
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
、「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ

ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専
門

職
が
家
庭
訪
問
や
面
談
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
一
人
一
人
に
寄
り
添

っ
た
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
し

ま
す
。

　

妊
娠
や
育
児
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ほ
の
ぼ
の
子
育
て
講
座

ほ
の
ぼ
の
子
育
て
講
座

　
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、
年
間

を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
が
少
し

で
も
解
消
さ
れ
る
ヒ
ン
ト
や
、
パ

パ
・
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目

的
と
し
た
講
座
、
親
子
で
一
緒
に

楽
し
む
講
座
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
こ

た
と
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
も

ん
な
こ
と
も

行
っ
て
い

行
っ
て
い
ま
す
！

ま
す
！

▪
パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば

▪
妊
婦
家
庭
訪
問

▪
新
生
児
訪
問（
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）

▪
出
産
お
祝
い
訪
問

▪
絵
本
訪
問

▪
各
種
手
続
き
の
紹
介
・
手
伝
い

相
談
・
連
絡
は
こ
ち
ら
ま
で

相
談
・
連
絡
は
こ
ち
ら
ま
で

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト

基
幹
セ
ン
タ
ー

子
育
て
応
援
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

サ
テ
ラ
イ
ト

西
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

▲ほのぼのネットのメンバー
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申請窓口　市民保険課国保年金係または各支所地域振興室
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  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 

庄原の魅力を体感
至学館大学連携事業「庄原市短期留学プログラム」の実施

地域
推進課

　

２
月
16
日
～
19
日
、
本
市
と

至
学
館
大
学
（
愛
知
県
大
府
市
）

は
、
令
和
５
年
６
月
７
日
に
締

結
し
た
包
括
連
携
協
定
に
基
づ

く
「
庄
原
市
短
期
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
実
施
し
、
13
人
の
学

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
市
役
所
で
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
西

城
町
へ
移
動
し
、
西
城
町
観
光

協
会
か
ら
ヒ
バ
ゴ
ン
や
芸
備
線

の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

滞
在
中
は
、
東
城
町
の
㈱

八や
わ
た幡
フ
ァ
ー
ム
で
イ
チ
ゴ
の
定

植
や
ハ
ウ
ス
の
解
体
な
ど
、
農

作
業
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行

い
、
農
家
の
方
と
共
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
体
験
と
し
て
、

東
城
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
野
球
練

習
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
っ
た
ほ
か
、
八
幡
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
餅
つ
き
な
ど

を
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
帝
釈
峡
で

雄お
ん
ば
し橋
や
時じ

ゆ
う
か
ん

悠
館
を
見
学
し
た

後
、
４
日
間
を
振
り
返
る
活
動

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
優
し
く
接

し
て
く
れ
る
庄
原
の
人
に
温
か

さ
を
感
じ
た
」「
普
段
当
た
り

前
に
食
べ
て
い
る
野
菜
な
ど
を
栽

培
す
る
大
変
さ
を
知
れ
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
の
ほ
か
、
今
後

も
庄
原
と
関
り
を
持
ち
た
い
と
の

声
が
聞
か
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
で
あ
る
「
関
係
人
口
」
創
出
に

つ
な
が
る
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
定
に
基
づ
き
、
本
市

の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、

短
期
留
学
な
ど
の
連
携
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

初めての餅つきに四苦八苦する姿も 子どもたちと一緒にストレッチ

　林業振興課林業振興係☎0824-73-1124

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

テ
ゴ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
佐
々
木
で
す
。

　

今
回
は
春
の
作
付
け
前
に
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
侵
入
防
止

柵
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
だ
下
草
が
伸
び
る
前
に
設

置
す
る
と
作
業
が
し
や
す
く
、

す
で
に
設
置
し
て
あ
る
柵
は
点

検
し
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
し

て
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
は
電
圧
の
確
認
を
！

　

電
気
柵
は
侵
入
し
よ
う
と
柵

に
触
れ
た
野
生
鳥
獣
に
電
気
シ

ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
で
、
柵

に
触
れ
る
と
危
険
で
あ
る
こ
と

を
心
理
的
に
学
習
さ
せ
、
田
畑

へ
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
常
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
６
千

ボ
ル
ト
以
上
あ
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

☑
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

□
作
物
が
は
み
出
さ
な
い
位
置
か

□
倒
木
な
ど
で
破
損
し
て
な
い
か

金
網
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

柵
は
隙
間
が
な
い
か
確
認
を
！

　

金
網
柵
な
ど
の
柵
は
、
野
生
鳥

獣
の
侵
入
を
物
理
的
に
防
ぎ
ま

す
。

　

正
し
く
設
置
・
管
理
し
て
侵
入

防
止
効
果
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

☑
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

□
作
物
が
は
み
出
さ
な
い
位
置
か

□
倒
木
な
ど
で
破
損
し
て
な
い
か

□
野
生
動
物
の
侵
入
し
た
痕
跡
が

　

な
い
か
（
あ
れ
ば
柵
を
補
強
）

□
ゆ
が
み
・
隙
間
が
な
い
か

　

侵
入
防
止
柵
の
設
置
指
導
な
ど

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「こども誰でも通園制度」の実施について　　てごーす日誌 in 庄原　侵入防止柵の設置のポイント

　RS ウイルス感染症に対する母子免疫ワクチンが
　定期接種になりました

子育て応援課児童福祉係☎0824-73-1192

保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

　

４
月
か
ら
全
国
で
、新
し
い
子

育
て
支
援
制
度
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」を
本
格
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
に
い
る
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
よ
う

に
、子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

に
つ
い
て

▼
ど
ん
な
制
度
？

　

保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い

子
ど
も
を
対
象
に
、
月
ご
と
に
一

定
時
間
、
通
園
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

▼
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
児

童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
０
歳
６
カ
月
か
ら
満
３
歳
未
満

　

の
児
童
（
３
歳
に
な
る
前
々
日

　

ま
で
）

②
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
地

　

域
型
保
育
施
設
・
事
業
所
内
保

　

育
施
設
な
ど
に
通
っ
て
い
な
い

　

児
童

▼
利
用
可
能
時
間

月
10
時
間
以
内
（
時
間
単
位
で
利

用
可
能
）

　

４
月
か
ら
、妊
娠
28
週
～
36
週

の
妊
婦
を
対
象
と
し
た
、Ｒア

ー
ル
エ
スＳ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
小
児
や
高
齢

者
に
呼
吸
器
症
状
を
引
き
起
こ
す

ウ
イ
ル
ス
で
、２
歳
ま
で
に
ほ
ぼ

全
て
の
乳
幼
児
が
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

に
少
な
く
と
も
一
度
は
感
染
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
す
る
と
、発
熱
、鼻
水
、咳

な
ど
の
症
状
が
出
現
し
、初
め
て

感
染
し
た
乳
幼
児
の
約
７
割
は
軽

症
で
数
日
の
う
ち
に
軽
快
し
ま
す

が
、約
３
割
で
は
咳
が
悪
化
し
、重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
時

点
で
、
妊
娠
28
週
０
日
～
36
週
６

日
ま
で
の
妊
婦
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
過
去
の
妊
娠
時
に
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

こ
と
が
あ
る
人
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
対
象
施
設

▪
峰
田
保
育
所
（
１
歳
～
）

▪
比
和
保
育
所
（
６
カ
月
～
）

▪
み
ど
り
園
保
育
所（
６
カ
月
～
）

▪
タ
ン
ネ
の
森
（
６
カ
月
～
）

▪
小
奴
可
こ
ど
も
園（
６
カ
月
～
）

※
各
施
設
の
空
定
員
枠
を
利
用
し

て
実
施
し
ま
す
。

▼
利
用
料
金

１
時
間
当
た
り　

３
０
０
円
程
度

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
に
ご
確
認

　

く
だ
さ
い

▼
利
用
方
法
・
流
れ

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
つ
う
え
ん
ポ
ー

タ
ル
」
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

①
市
へ
の
利
用
認
定
申
請

②
認
定
書
・
利
用
者
ア
カ
ウ
ン
ト

　

発
行
（
利
用
者
情
報
登
録
）

③
事
前
面
談
予
約

④
事
前
面
談

⑤
利
用
予
約

⑥
施
設
利
用

⑦
利
用
料
金
支
払
い

　

制
度
の
詳
細
や
申
請
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
・
料
金

　

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、母
子

免
疫
ワ
ク
チ
ン
で
、妊
娠
28
週
０

日
～
36
週
６
日
ま
で
の
間
に
１
回

接
種
し
ま
す
。

　

接
種
費
用
は
無
料
で
す
。

助
成
に
は
事
前
の
申
請
が
　

必
要
で
す

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、接
種
券

と
予
診
票
が
必
要
で
す
。

　

事
前
に
申
請
窓
口
で
交
付
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
き
に
は
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運

転
免
許
証
、資
格
確
認
書
な
ど
）、

母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
。

申
請
窓
口

子
育
て
応
援
課
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
係

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

不定期不定期

連載中連載中

※４月号の市政トピックスでは、組織機構の再編に伴い新設・変更のあった部署においても、イベント実施時点の部署名で表記しています。
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２
月
22
日
、
広
島
市
の
広
島
銀

行
本
店
１
階
で
、「
庄
原
フ
ァ
ン

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
市
が
誇

る
特
産
品
の
販
売
や
試
食
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、
庄
原

の
魅
力
を
さ
ら
に
知
っ
て
も
ら
い
、

関
係
人
口
の
拡
大
と
地
域
へ
の
理

解
促
進
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、「
庄
原
さ
と
や
ま
留
学
」

に
参
加
し
た
留
学
生
も
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
比ひ

ば婆
斎さ

に
わ庭
神
楽
の
皆

さ
ん
に
よ
る
神
楽
の
披
露
、「
お
試

し
留
学
（
２
泊
３
日
）」
に
参
加
し

た
留
学
生
と
「
西
城
み
ら
い
ラ
ボ
」

の
伊い

と
う藤
裕ひ

ろ
き樹
さ
ん
が
庄
原
の
魅
力

に
つ
い
て
語
っ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
東
城
町
出
身
の
落

語
家
・
林は

や
し
や家
ひ
ろ
木き

さ
ん
に
落
語

を
上
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
家
さ
ん
と
八
谷
市

長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
関
係
人
口
の
重
要
性
や
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庄
原
の
特
産
品
な
ど
の

販
売
や
比
婆
牛
の
試
食
ブ
ー
ス
も

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
庄

原
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
フ
ロ

ア
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
会
員
が

集
ま
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
、

令
和
７
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
に
は
庄
原
市
総
合
体
育

館
で
「
卓
球
教
室
」
を
開
催
し
、
小

学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
34
人
、
２
月

28
日
に
は
庄
原
市
総
合
体
育
館
で「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」
を
開
催
し
、

小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
31
人
、
３

月
８
日
に
は
庄
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
を
開
催
し
、

小
学
生
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
、
各
種
目
の
競
技
者
や

ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
（
卓
球
教
室
・
近

畿
大
学
附
属
広
島
高
等
学
校
福
山
校

卓
球
部 

福ふ
く
ば場
亮あ

き
ひ
ろ博
総
監
督
お
よ
び
部

員
15
人
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
・

広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
、サ
ッ
カ
ー
教
室
・
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
）を
迎
え
、

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
や
っ
て

い
な
い
よ
う
な
練
習
が
多
く
で
き
た

の
で
、
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
（
卓

球
教
室
）」「
シ
ュ
ー
ト
の
打
ち
方
が

勉
強
に
な
っ
た
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
）」「
ボ
ー
ル
が
来
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
次
の
動
き
を
と
る
こ
と
が
大

事
だ
と
勉
強
に
な
っ
た
（
サ
ッ
カ
ー

教
室
）」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
引

き
続
き
、
会
員
同
士
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

知ることが、予防の第一歩
令和７年度　がん講演会

誰もが安心して働ける環境へ
庄原市男女共同参画セミナー( 第５回人権啓発セミナー)

職員向けキックオフ研修会を開催
令和７年度 庄原市シティプロモーション事業

保健
医療課

市民
生活課

行政
管理課

地域
推進課

生涯
学習課

教室を終え、笑顔で記念撮影 上達のポイントを学ぶ参加者たち 講師とラリーを重ね、技術を磨く参加者

講師の話に聞き入る参加者

事例を交えながら講演する小倉さん

庄原の魅力について発表する市職員

具体的な事例を交えながら講演する尾﨑さん

　

３
月
13
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
、
令
和
７
年
度
が
ん
講
演

会
を
開
催
し
、35
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

が
ん
講
演
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
「
が
ん
」
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
、
検
診
啓
発
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
市
立
三
次
中
央

病
院
・
呼
吸
器
内
科
医
長
の
粟あ

わ
や屋

禎よ
し
か
ず一
先
生
を
迎
え
、「『
肺
が
ん
』
に

つ
い
て
知
ろ
う
!!
～
治
療
と
予
防

～
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
肺
が
ん
の
仕
組
み
を

は
じ
め
、原
因
や
症
状
、検
査
、治
療
、

予
防
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

肺
が
ん
は
検
診
で
早
期
発
見
す
る

と
約
95
％
は
治
る
病
気
で
す
。
年
に

１
回
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

２
月
25
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育

啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
の
小お

ぐ
ら倉

千ち
ひ
ろ尋
さ
ん
を
迎
え
、「
職
場
等
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
」
と
題
し

て
、
最
近
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
で
起

き
た
裁
判
な
ど
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い

込
み
）
と
も
関
係
し
て
お
り
、
育
っ
て

き
た
環
境
や
経
験
に
基
づ
く
発
言
が
無

意
識
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
や
、
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を

尊
重
す
る
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
に
と
っ
て
嫌

で
な
く
て
も
、
相
手
に
と
っ
て
は
嫌
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
備
後
庄
原
駅
舎
で

「
令
和
７
年
度
庄
原
市
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業　

キ
ッ
ク
オ

フ
研
修
会
」
を
開
催
し
、
市
職
員

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
新
た
に
進
め
る
５
つ
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「P

ピ

ー

ス

フ

ル

E
A

C
E

-full

」
の
一
つ
で
あ
る

「
庄
原
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推
進
」

に
向
け
、
庁
内
の
推
進
体
制
を
整

え
る
た
め
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
に
株
式
会
社

F

フ

ラ

ス

コ

R
A

S
C

O

代
表
取
締
役
の
尾お

ざ
き﨑

香か
な
え苗
さ
ん
を
迎
え
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
や
他
市
町
の

事
例
、
そ
し
て
本
市
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
豊
富
な
実
例
を
基
に
分

か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
市
の
魅
力
の
創

出
と
発
信
に
向
け
て
の
理
解
を
深

め
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、「
市

全
体
で
連
携
し
て
魅
力
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し

た
」「
自
分
の
部
署
だ
け
で
な
く

市
全
体
で
連
携
し
て
取
り
組
む
大

切
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
意
識
の
醸
成
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
分
野
を

越
え
て
連
携
し
な
が
ら
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

関係人口の拡大と地域への理解促進に向けて
庄原ファンフェスタ 2026 ～食べて、話して、つながろう！～

エキスパートから学び、楽しむ
庄原市レベルアップスポーツ教室　卓球教室・バスケットボール教室・サッカー教室

会場を魅了した比婆斎庭神楽の舞たくさんの来客でにぎわう販売ブース
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

口和のこれからを考えよう あの頃の決意との再会
　第13回くちわのつどい・3/14 　西城小学校創立150周年記念事業・2/22№3 №2

▲思い出の作文や図画などを懐かしむ参加者▲座談会「地域医療を考える」

　これからの口和を考える「くちわのつどい」が口和自
治振興センターで開催され、約 150 人が参加しました。
　当日は、口和自治振興区による活動の歩みや「口和
の集まり場」の取り組みについての紹介が行われた後、
口和中の生徒が授業の一環で地域貢献を目的に設立し
た仮想会社について発表し、若い世代の視点から地域
の将来への思いを語りました。
　また、座談会「地域医療を考える」では、口和地域
の医師、地域マネージャー、口和支所長が対談し、人口
減少が進む中での地域医療の現状や在宅医療の必要性、
地域のつながりの大切さについて意見を交わしました。
　参加者は「地域のつながりの大切さや地域医療の今
後について改めて考える機会となった」と話しました。

　西城小学校の創立 150 周年記念事業で、タイムカプ
セルの採掘が行われ、約 90 人が集まりました。
　このタイムカプセルは、創立 100 周年の際に、当時の
子どもたちが「50年後に元気で集まろう、みんなで集まっ
てカプセルを開こう」と約束し、校庭に埋設したものです。
　当日は、校舎前にある百周年記念碑前でタイムカプセ
ルの採掘が行われ、カプセルに収められていた当時の作
文や作品の披露、返却が行われました。参加者は当時の
思い出や、懐かしい母校で再会できた喜びを、当時の児
童だった仲間や地域の皆さんと共に分かち合いました。
　同校の中

な か た

田弘
ひろゆき

幸校長は「次は現在の児童が 50 年後を
見据え、今後の未来をより良く、また、力強く生きてく
れるものと信じています」と話しました。

庄原ブランド米が全国で高評価 まちの魅力を地域へ発信
　受賞者が八谷市長を表敬訪問・3/2 　比和地域の支えあいづくりの集い・3/12№6 №5

▲比和小５・６年生の発表▲表敬訪問を行った皆さんと八谷市長

　世界最大の米コンクール「第 27 回米・食味分析鑑定
コンクール国際大会 in つくばみらい」が茨城県で開催
され、「都道府県・海外地域代表　お米選手権」部門で

「協同組合庄原里山の夢ファーム」の深
ふ か や

屋進
すすむ

さん（本郷町）
が出品した「ゆうだい 21」が特別優秀賞を受賞しました。
　また、北広島町で開催された日本一美味しいお米コン
テスト「第４回全日本お米グランプリin 北広島町」では
庄原市ブランド米推進協議会　農事組合法人殿垣内（殿
垣内町）の「あきさかり」が銀賞を受賞し、受賞報告として、
関係者の皆さんが八谷市長を表敬訪問しました。
　本市には、特色ある栽培方法で育てられた多くの「庄
原ブランド米」があり、今回の受賞で、本市が高品質で
おいしい米の産地であることが全国に PR されました。

　比和自治振興センターで、「比和まるごと家族『比和
地域の支えあいづくりの集い』」が行われ、約 90 人が
来場しました。
　当日は、比和の自然や歴史・文化などに目を向けた郷
土学習を進める中で、比和小や比和中の児童生徒が見つ
けた比和の魅力を地域へ発表しました。また、庄原ファ
ンクラブに参加した大学生や広島大学大学院の皆さんに
よる地域活性化アイデアの発表や、共同作業所ゆめのい
えと就労支援せせらぎによる雑貨販売があり、大いにに
ぎわいました。
　参加者は「住んでいる人には見慣れた景色でも、外の
人たちには魅力となるものがたくさんある。双方の視点
を合わせて、地域活性化につなげたい」と話しました。

▲ステージ上で講演を行う石原さん ▲参加者と石原さんの記念撮影

▲ブーケをプレゼントされた参加者

　庄原自治振興センターで、花と緑のまちづくり協議会
主催の庄原ガーデンセミナーが開催され、市内外から
約 110 人が参加しました。
　このセミナーは、世界的ガーデナーで庄原市ふるさと
大使の石

いしはら

原和
かずゆき

幸さんを講師に迎え、講演会形式で行わ
れました。当日は、石原さんと本市の関わりを時系列で
振り返った後、参加者との質疑応答を通じて、会場は活
発な交流に包まれました。
　セミナーの最後には、即興でブーケを作るパフォーマ
ンスを披露し、５人にブーケをプレゼント。
　参加者は「庄原の可能性を楽しく考えることが出来
た」とうれしそうに話しました。

まちの見どころを紹介！　「花と庄原」の可能性を見つける　
　「総領をもっと盛り上げ隊」ウォークラリーイベント・3/4　　節分草祭・3/8　庄原ガーデンセミナー・2/11

　道の駅リストア・ステーション付近で、総領小児童が
ウォークラリーイベントを開催しました。
　これは、道の駅を訪れた人々に総領町の魅力を知って
もらいたいと児童が自分たちで考えたイベントです。
　児童たちは、参加者と節分草自生地などを歩いて回り、
町に関するクイズを出題したり、児童が作成した町内の
おすすめスポットの動画を紹介したりしました。
　また、道中には、節分草や福

フクジュソウ

寿草、道端には水仙など
が咲いており、春の訪れを感じながらの散策となりまし
た。
　児童は「取材をしてみて、笑顔の大切さがわかった。
笑顔で話をすると相手も笑顔になって話がしやすくなる
ので、町を笑顔で盛り上げていきたい」と話しました。

　また、２月 21 日から３月８日までの間には、町内
の節分草の自生地が公開されました。公開期間最終日
には、道の駅リストア・ステーションで節分草祭が開
催され、約３千人が来場しました。
　会場では、ヤマメや鮎の塩焼き、特産品のこんにゃ
くの販売など、多数の出店がありました。
　同日に、会場周辺では節分草の自生地をめぐるノル
ディックウォーキングやスタンプラリーが行われ、里
山総領体育館ではスラックラインや体力測定などを楽
しめるスポーツ体験イベント「ちょこスポ」が開催さ
れました。
　参加者は「春を感じるとともに、さまざまな体験が
できて楽しめた」と話しました。

№1№4

▲ウォークラリーを行う児童と参加者 ▲セツブンソウ▲来場者でにぎわう会場
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悩みごと、心配ごと、困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 ５月19日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ５月21日㈭13時30分～15時30分 西城支所

行 政 相 談

庄原 ５月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

東城 ５月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月８日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　

東城 ４月24日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係

生活安全相談員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係内
庄原市消費生活センター

消費生活相談員ほか

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県 民 相 談 室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ５月14日㈭13時～14時30分

（30分×３枠）
弁護士
※①の相談後、予約可

認知症カフェ

庄原 「これから」
５月12日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
５月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
４月28日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野
「M

メ ン ズ
en's  C

カ フ ェ
afe」

５月14日㈭13時30分～14時30分 高野保健福祉センター
高野支所市民生活係
☎0824-86-2115「ほっとカフェ」

５月15日㈮10時～12時 下高自治振興センター

比和 「あしたのカフェ」
５月19日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ５月14日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 ５月19日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

妊娠・出産・子育てについて妊娠・出産・子育てについて ●子育て応援課子育てサポート係　☎0824-73-0051
各種相談など とき ところ 備考

妊 娠 ・ 出 産
子 育 て の 相 談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て応援課
子育てサポート係

ほのぼのネット　☎0824-73-0051

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談員が対応
（家庭児童相談専用ダイヤル　☎0824-73-1243）

母子健康手帳交付

４月23日㈭・５月14日㈭
９時～17時

※事前予約が必要
※持ってくるもの
　▪出産予定日と受診した病院名が分かるもの
　▪マイナンバーカード
　▪振込先口座が分かるもの（妊婦本人の通帳、
　　キャッシュカードなど）

５月７日㈭９時～12時 東城支所

育 児 相 談 ５月12日㈫10時～11時40分 庄原保健福祉センター
※事前予約が必要。支所での相談を希望する場合
　はお問い合わせください。
※持ってくるもの：母子健康手帳

広報しょうばら／ 2026.4　20 21　2026.4 ／広報しょうばら
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ど
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わ
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ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

令和８年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

第1回
２等陸海空士

（任期制自衛官）

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末
日現在、33 歳に達していないこと

５月 14 日㈭
まで

【Web 試験】
５月 16 日㈯～ 17 日㈰　※２

【口述試験および身体検査】
６月 17 日㈬～ 21 日㈰　※２

第１回
一般曹候補生

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末
日現在、33 歳に達していないこと

５月７日㈭
まで

【１次試験（Web 試験）】
５月 16 日㈯～ 17 日㈰　※２

【２次試験】
６月 17 日㈬～ 21 日㈰　※２

第１回
医科・歯科幹部

医師・歯科医師の免許を有するこ
と

５月 21 日㈭
まで ６月 19 日㈮

第１回
キャリア採用幹部

大卒以上で、応募資格に定められ
た学部・専攻学科等を卒業後、２
年以上の業務経験を有すること ５月 15 日㈮

まで

【陸上】６月８日㈪
【海上】６月 12 日㈮または 15 日㈪　※２
【航空】６月 15 日㈪

第１回
技術曹

20 歳以上で国家免許資格を有する
こと

【陸上】６月８日㈪～９日㈫　※２
【海上】６月 12 日㈮または 15 日㈪　※２
【航空】６月 15 日㈪

第２回

幹部候

補生

※１

一般

一般（陸音楽）

専門（陸）

飛行（海）

【大卒程度試験】
22 歳以上 26 歳未満
※ 20 歳以上 22 歳未満の人は大卒

（見込み含む）
※修士課程修了者等（見込み含む）
は 28 歳未満

【院卒者試験】
20 歳以上 28 歳未満の修士課程修
了者等（見込み含む） ４月 22 日㈬

～６月５日㈮

【１次試験】
６月 13 日㈯
※飛行（海）のみ６月 14 日㈰

【２次試験】
７月 25 日㈯～ 31 日㈮　※２

【３次試験】
９月３日㈭～７日㈪　※２
※３次は飛行（海）のみ歯科 20 歳以上 30 歳未満

※専門の大卒（見込み含む）

薬剤科 20 歳以上 28 歳未満
※専門の大卒（見込み含む）

第２回

幹部候補曹　※１
20 歳以上 33 歳未満

【１次試験】
６月 13 日㈯

【２次試験】
７月 25 日㈯～ 31 日㈮　※２

※１　採用計画数確保の見込みがある場合は実施しません。　
※２　いずれか１日を指定。

試験日程などは変更となる場合があります。

詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所に
お問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350
自衛隊広島
地方協力本部
ホームページ

広告

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券　
　

交
付
事
業

　

家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
に
助

成
券
を
交
付
し
、
高
齢
者
の
在
宅

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
要

件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
と
同

居
す
る
、
主
た
る
介
護
者

【
高
齢
者
の
要
件
】

▪
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
宅
で

　

生
活
し
て
い
る

▪
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
区
分

　

が
３
～
５

▪
紙
お
む
つ
な
ど
が
必
要
な
状
態

　

に
あ
る

※
介
護
者
、
高
齢
者
本
人
ど
ち
ら

も
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
高
齢
者
本
人
へ
交
付
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

助
成
券

　

助
成
券
１
枚
の
額
は
３
千
円
、

１
カ
月
の
使
用
枚
数
は
２
枚
ま

で
。
３
カ
月
分
ご
と
に
、
年
４
回

に
分
け
て
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

申
請
書
に
記
入
さ
れ
た
介
護
状

況
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、
介
護

支
援
専
門
員
の
証
明
が
必
要
で

す
。
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７　
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告 広告

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
　
　

施
設
利
用
の
お
願
い

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
の

予
約
に
は
、
専
用
の
電
話
番
号
が

あ
り
ま
す
。
予
約
や
問
い
合
わ
せ

の
際
は
、
次
の
連
絡
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

▼
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
３
０
１

▼
西
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
２

▼
東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
９
０
９

▼
比
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
３
０
０

▼
高
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
高
野
支
所
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５　

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
37
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦

（
２
月
21
日
～
22
日
／
北
海
道
壮

瞥
町
）

雪
合
戦
一
般
の
部

第
３
位

チ
ー
ム
名　
雪ゆ

き
ん
ち
ゅ人
（
高
野
町
）

監
督

瀧た
き
く
ま熊　

圭け
い
じ治
（
高
野
町
）

選
手

中な
か
ば
や
し林　

大た
い
き輝
（
高
野
町
）

曽そ

だ田　

英ひ
で
ま
さ雅
（
三
次
市
）

中な
か
た
に谷　

怜り
ょ
う
た太
（
高
野
町
）

正ま
さ
き木　
　

一は
じ
め

（
高
野
町
）

中な
か
た
に谷
里り

き

と

樹
斗
（
高
野
町
）

中な
か
は
ら原　

翔し
ょ
う
た大
（
三
次
市
）

瀧た
き
く
ま熊　

琉り
ゅ
う
と斗
（
高
野
町
）

雪
村
時
代
（
別
チ
ー
ム
）
か
ら
の

助
っ
人

牧ま
き
は
ら原　

寛か
ん
た汰
（
高
野
町
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
賞
争
奪　

日
本
生
命
杯
第
５
回
全
日
本

少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会

（
２
月
27
日
～
３
月
１
日
／
神
奈

川
県
横
浜
市
）

女
子
団
体
組
手

準
優
勝

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
５
年
）

第
37
回
広
島
県
小
学
生　
　

総
合
体
育
大
会

（
１
月
24
日
～
25
日
／
広
島
市
安

佐
北
区
）

【
男
子
選
手
権
】

総
合　
第
１
位

跳
び
箱　
第
１
位

床　
第
１
位

森も
り
か
わ川　

義よ
し
な
り成
（
総
領
小
６
年
）

市
営
総
領
地
域
生
活
バ
ス　

運
行
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
総
領
地
域
生
活

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
す
。

変
更
①

　

総
領
町
内
を
運
行
す
る
「
町
内

便
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
利
用

状
況
を
考
慮
し
、
関
係
者
と
検
討

し
た
結
果
、
廃
止
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
内
便
の
廃
止
に
伴
い
総
領
町

内
の
移
動
に
つ
い
て
は
、「
こ
ま

わ
り
く
ん
」
の
車
両
を
１
台
増
車

し
、
合
計
２
台
で
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
こ
ま
わ
り
く
ん
」
は

事
前
登
録
制
で
、
利
用
の
際
は
予

約
が
必
要
で
す
。

変
更
②

　

こ
れ
ま
で
、
総
領
か
ら
庄
原
方

面
へ
の
午
後
の
便
が
少
な
く
、
買

い
物
な
ど
で
不
便
で
あ
っ
た
た

め
、
今
回
庄
原
方
面
へ
運
行
す
る

便
を
、
平
日
午
後
に
１
便
増
便
し

ま
す
。
こ
の
増
便
は
、
１
年
間
の

試
行
で
運
行
し
ま
す
。

　

詳
し
い
時
間
な
ど

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３　

全
国
大
会

県
大
会

総
合　
第
２
位

跳
び
箱　
第
２
位

床　
第
２
位

鉄
棒　
第
３
位

菱ひ
し　
　

優ゆ
う
ま真

（
川
北
こ
ど
も
の
夢
小
５
年
）

総
合　
第
６
位

奥お
く
む
ら村　

桃と
う
き李
（
永
末
小
６
年
）

【
女
子
選
手
権
】

総
合　
第
４
位

跳
び
箱　
第
２
位

櫻さ
く
ら
だ田　

心み
こ
と琴
（
東
小
６
年
）

総
合　
第
５
位

床　
第
３
位

宇う
や
ま山
心み

り

な

莉
奈
（
庄
原
小
４
年
）

【
男
子
共
演
】

総
合　
第
４
位　

信の
ぶ
き
よ清　

朔さ
く
と都　
（
板
橋
小
３
年
）

総
合　
第
８
位　

立た
つ
か
わ河　

拓た
く
や也　
（
庄
原
小
２
年
）

第
28
回
学
校
華
道
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
花
展

小
学
校
の
部

入
選

宮み
や
も
と本　

理り

な菜　
（
東
城
小
３
年
）

そ
の
他

備北花ピクニック備北花ピクニック
５月10日㈰まで開催中！
※休園日：毎週月曜日

（５月４日（月・祝）は開園）

【開園時間】９時 30 分～ 17 時（入園は 16 時まで）

※特設サイト公開中

花
の
広
場

花
の
広
場

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
花

の
広
場
で
12
種
類
の
色
鮮
や
か
な

お
花
を
観
賞
で
き
ま
す
。

▪
テ
ー
マ
：
円

▪
コ
ン
セ
プ
ト
：
波
紋
の
よ
う
に

広
が
る
円
の
柄
は
、
人
と
人
、

人
と
自
然
を
結
ぶ
縁
を
象
徴

し
、
無
限
の
広
が
り
・
つ
な
が

り
、
平
和
の
願
い
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

主
な
お
花

▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

４
月
上
旬
～

下
旬　

約
32
万
本

▼
パ
ン
ジ
ー　

４
月
上
旬
～
５
月

中
旬　

約
50
万
本

▼
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー　

４
月

下
旬
～
５
月
中
旬　

約
７
万
本

▼
サ
ク
ラ
ナ
デ
シ
コ　

４
月
下
旬

～
５
月
中
旬　

約
５
万
本

▼
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
デ
ー
ジ
ー　

５
月
上
旬
～
中
旬　

約
５
万
本

▼
ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ　

５
月
中
旬　

約
10
万
本　

…
な
ど

※
詳
細
は
上
記
特
設
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

入
園
料
無
料
日

入
園
料
無
料
日

　
次
の
祝
日
は
入
園
料
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

と
き　

５
月
３
日
（
日
・
祝
）・

４
日
（
月
・
祝
）

※
駐
車
料
は
有
料
で
す
。

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り

古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り

　

選
定
保
存
技
術「
玉
鋼
製
造（
た

た
ら
吹
き
）」
保
持
者 

日
刀
保
た

た
ら 

村む
ら
げ下
職し

ょ
く
の 

堀ほ
り
お尾 

薫か
お
る

氏
の

指
導
の
下
、
古
代
か
ら
伝
わ
る

「
た
た
ら
製
鉄
」
で
砂
鉄
を
燃
や

し
て
溶
か
し
、
鋼
の
も
と
に
な
る

塊
「
鉧ケ

ラ

」
を
取
り
出
す
ま
で
の
作

業
を
２
日
間
に
わ
た
り
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

と
き　
５
月
９
日
㈯
～
10
日
㈰　

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

古
代
た
た

ら
工
房

料
金　
有
料

定
員　
20
人
／
１
泊
２
日

▼
開
園
時
間
中
の
観
覧
は
無
料
で

す
。

▼
詳
細
は
上
記
特
設
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

春
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

春
の
花
々
が
咲
き
誇
る
中
、
金

属
を
加
工
し
て
、
花
に
ま
つ
わ
る

作
品
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

講
座

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①

「
叩
い
て
磨
い
て
、
金
属
作
品
づ

く
り
～
真し

ん
ち
ゅ
う鍮
編
～
」

【
講
師
】　

的ま
と
ば場　

由ゆ

き樹
さ
ん
（
金

属
造
形
作
家
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

「
叩
い
て
磨
い
て
、
金
属
作
品
づ

く
り
～
チ
タ
ン
編
～
」

【
講
師
】　

手て
と
り取　

実み
さ
き咲
さ
ん
（
造

形
作
家
）

と
き　
４
月
29
日
（
水
・
祝
） 

①
10
時
～　

②
11
時
～　

③
13
時
～　

④
14
時
～　

⑤
15
時
～　

と
こ
ろ　

花
の
広
場　

特
設
テ
ン
ト

料
金　
３
千
円
／
作
品

定
員　
10
人
／
回

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
３
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

４・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　４月27日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　４月18日㈯～19日㈰　９時～15時
〇ゆめさくら春まつり
　とき　５月３日㈰～６日㈬
〇細密画展（自然を見つめる会）
　とき　５月８日㈮～６月８日㈪

☎ 0824-75-4411

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶クロスステッチ作品展
とき　５月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

　今回は、国内では帝釈峡周辺に限って分布し、カエデの一
種である「タイシャクイタヤ」を紹介します。
　帝釈峡といえば紅葉が連想されますが、これは大正時代以
来、イロハカエデの植栽に尽力した先人の功績によるところ
が大きいと思われます。本市の植物に詳しい元庄原市文化財
保護審議会会長の伊

い と う

藤之
ゆ き と し

敏さんによれば、日本にはカエデの
仲間は 26 種あるとされ、広島県には約 20 種が知られてい
るそうです。それぞれの種はいずれも、私たち人類の出現よ
りも前から、地球上で進化を遂げてきた歴史を持っています。
　タイシャクイタヤは、カエデの中でも特に数奇な歴史をも
つ種だそうです。昨年 11 月、当館で開催された「自然を見
つめよう会」の研修行事では、本種が、帝釈峡周辺と朝鮮半
島南部の石灰岩地にのみ生き残った、希少な「大陸系遺存種」
であることを学びました。

数奇な歴史を持つタイシャクイタヤとは
　日本列島は、かつてアジア大陸の一部でしたが、次第に大
陸から切り離され、今のような形になりました。その頃まで
には、タイシャクイタヤが既に存在し、氷河期が終わって温
暖化が進むと自生地も分断され、今のような孤立した分布に
なったようです。
　他種との競争にさらされた本種が、日本列島でこの地域に
生き残れた理由は、帝釈峡の乾燥しやすくアルカリ性の土質
となる石灰岩地帯が、競争から逃れる「避難所」のような役
割となったからだそうです。
　このような歴史を経て、タイシャクイタヤはこの地球上で、
一万年以上前に海を隔てて生き別れた同種と共に、日本列島
とアジア大陸のそれぞれの地で、今なお生き続けています。
　本種は、休暇村帝釈峡にある東城町三坂の庄原市指定天然
記念物「三

み さ か う じ き よ

坂氏清のタイシャクイタヤ」をはじめ、神龍湖の
遊歩道一帯でも観察でき、最近になって上帝釈峡エリアでも
確認されました。春の陽気の中で、タイシャクイタヤに出会
いに、ぜひとも帝釈峡を訪れてみて下さい。

▲タイシャクイタヤ：Acer mono Maxim. var. taishakuense Ogata
（細密画:伊藤之敏）

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

人の動き （庄原市の人口） 

令和８年２月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，２３０人（前年比－７６１人）　
男　　１４，５０３人（前年比－３４１人）　
女　　１５，７２７人（前年比－４２０人）
世帯数　１４，５０５世帯（前年比－２１８世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６０６人（前年比４８人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，１９０人（７，７４７世帯）
○西城地域　　２，７２４人（１，２６６世帯）
○東城地域　　６，２６２人（３，１４７世帯）
○口和地域　　１，６１５人　　（７３０世帯）
○高野地域　　１，３９０人　　（６０６世帯）
○比和地域　　１，０２０人　　（４９６世帯）
○総領地域　　１，０２９人　　（５１３世帯）

庄原市食生活改善推進員協議会の
活動について

　庄原市食生活改善推進員協議会（通称：食推）は、「私達
の健康は私達の手で～のばそう健康寿命　つなごう郷土の食
～」をスローガンに、子どもから高齢者まで、一人一人が健
全な食生活を実践できるよう、市と連携して食育活動を行っ
ている団体です。

〈主な活動〉
●べジチェック
　1 日の推定野菜摂取量が分かる機械を使
用して、野菜摂取量を測定しています。

●おやこの食育教室
　親子で料理をする機会を作り、三色食品
群分けや素材の味を楽しむ大切さを伝えて
います。

●ヘルスサポーター養成講座
　誰もがより長く元気に活躍できる社会の
実現を目指し、食に関する講座を行ってい
ます。

●チャレンジキッチン
　庄原市食推が作成したオリジナルのレシ
ピ集です。減塩や野菜を多くとれるよう工
夫した、短時間でできるレシピや庄原市の
郷土料理のレシピなどを掲載しています。
　この度、より多くの人に活用・実践して
いただけるよう YouTube での配信も始めました。
視聴方法
▪右の二次元コードを読み込む
▪または「チャレンジキッチン
　庄原市食生活改善推進員協議
会」で検索

●その他
　地域のイベントや市の集団健診（東城）などでも食に関す
る啓発を行っています。

広報日記
▶この４月号から、広報担当が「行政管理課広報統
計係」から「経営戦略課シティプロモーション係」へ
変わります。（噛みそう…）
　引き続き、イベントの撮影などで市内各地へお邪
魔しますので、その際はよろしくお願いします！
▶夕方に仕事をしていると、ずいぶん日が長くなった
と感じるようになりました。暖かくなるにつれて、市
内の催しも多くなりますので、ぜひ出かけてみてくだ
さい。私たちも取材に行っているかもしれません。

休日診療のご案内

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

５月12日㈫
広島県立

農業技術大学校 10時～11時30分

広島県庄原庁舎 13時30分～
15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

４月26日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
29日（水）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

５月３日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
４日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
５日（火）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
６日（水）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
10日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
17日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　４月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール
出演者　
Duo 裕海＆鳥岡香里
▶裕

ゆ み
海・・・・・・ヴォーカル

▶鳥
とりおか

岡　香
か お り

里・・・ピアノ
演奏曲目　
green tea farm、fly me to the moon、a song for 
you　ほか
▶裕海
　呉市出身。平成 15 年ジャズシンガー野

の な か
中つたえ

に師事し、平成 25 年シングル CD「十
い ざ よ い き

六夜記」リリー
ス（柳

やなぎ
ジョージ＆レイニーウッドの上

かみつな
綱克

かつひこ
彦氏作曲

プロデュース）。現在はイベント、ラジオなど多数
出演する傍ら、自身の経営する「和

わ お ん
音 B

ば ー
ar i

い ざ
za 宵

よい
」、

他ライブハウス、イベントなどにて活躍中。
▶鳥岡　香里
　４歳よりピアノを始め、大学のジャズサークルで
ジャズピアノを勉強し、演奏活動を始める。学生時
代にニューヨークにてバリー・ハリスのジャズワー
クショップに参加。現在は広島市内を中心に数多く
のジャズクラブ、ホテル、結婚式、イベントなどで
幅広く活躍中。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　５月９日 （土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

タイシャクイタヤから学ぶ
地球の歴史

時悠館　　　　　　　☎ 08477-6-0161

開館：９時～17 時、 休館：水曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

　「イタヤカエデ」に
比べて葉が小さく、
切れ込みが深い。葉
全体に曲がった軟毛
があり、特に葉の裏
には密生する。

（市文化財HP）
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３
月
19
日
、み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー

ル
（
庄
原
市
民
会
館
）
大
ホ
ー
ル
で
、

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
で
は
、
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
や
活
性
化
に
貢
献
し
た

学
生
を
称
え
る
「
市
長
表
彰
」
を
初

め
て
実
施
し
、
卒
業
生
２
人
に
表
彰

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
田た

な
べ邉
凪な

ぎ
さ

さ
ん
、
近こ

ん
ど
う藤
翔し

ょ
う
た太

さ
ん
の
２
人
で
す
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
２
人
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
に
所
属
し
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
画
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
課
題
の
解
決
に
主
体

的
に
取
り
組
む
姿
勢
や
、
大
学
と
本

市
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
の
役
割

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
八
谷
市
長
は
、「
学
生
の
皆

さ
ん
が
地
域
の
一
員
と
し
て
積
極
的

に
関
わ
り
、
力
を
発
揮
し
て
き
た
こ

と
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
、

若
い
世
代
の
挑
戦
と
活
躍
が
地
域
の

未
来
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

大
学
と
の
連
携
を
一
層
深
め
て
い
き

た
い
」
と
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
学
生
と
地
域
が

と
も
に
成
長
で
き
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
が
発
行
す
る
市
政
情
報
誌

「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
２
０
２
５
年

８
月
号
の
表
紙
が
、
令
和
７
年
度

広
島
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
枚

写
真
の
部
で
、
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

表
紙
を
飾
っ
た
の
は
、「
第
25
回

清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
会
」
で
日
本

一
に
輝
い
た
西
城
川
の
鮎
。
清
流

の
中
で
躍
動
す
る
鮎
と
、
そ
れ
を

見
守
る
釣
り
人
の
姿
を
通
し
て
、

庄
原
の
自
然
と
人
の
営
み
が
織
り

な
す
一
瞬
を
切
り
取
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
鮎
や
人
物
が

鮮
明
に
写
り
、
一
瞬
合
成
か
と
思

う
ほ
ど
だ
っ
た
」「
写
真
と
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
、
鮎

釣
り
の
臨
場
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
」

「
大
自
然
の
迫
力
と
鮎
釣
り
の
躍
動

感
が
圧
巻
で
あ
り
、
自
然
豊
か
な

庄
原
に
行
っ
て
み
た
く
な
る
一
枚

で
あ
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

作
品
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

広
報
協
会
が
主
催
す
る
「
令
和
８

年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推

薦
さ
れ
ま
す
。

地域と大学をつなぐ若い力を表彰
県立広島大学庄原キャンパス卒業式

県広報コンクールで最優秀賞
令和７年度広島県広報コンクール

式の最後に記念撮影

８月号の表紙

表彰を受ける田邉さん表彰を受ける近藤さん

※４月号の市政トピックスでは、組織機構の再編に伴い新設・変更のあった部署においても、イベント実施時点の部署名で表記しています。
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